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本日お話させていただく内容

2

・Hatoholが現時点でどこまで使えそうか?

・こうしたら使いやすくなった!（こうしたら使えた）

・今後のHatoholに期待すること



Hatoholが現時点でどこまで使えそうか?
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さくらインターネットでは今社内でたくさんの監視サーバが動いています。
皆さんも、部署や顧客ごとに分かれていたり、誰かが勝手に作ったzabbixなど、
監視サーバが分かれていて、見るの大変になっちゃってるということが無いでしょうか？

この「Hatohol」を使うことで、どこまでそういった問題が解決できるのか試してみました。

今回試したバージョンは、2017年1月13日にリリースした「Hatohol version 16.12」です。
（現時点で最新のバージョンです）

version 16.12



Hatoholが現時点でどこまで使えそうか?
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今回検証作業に使用した環境は、
1000ホストを監視したZabbixを3台、
2000ホストを監視したZabbixを2台、
3000ホストを監視したZabbixを2台、

用意し、計7台のZabbixをHatoholに登録します。

たくさんサーバを作るの大変です、、、

1000ホスト
1000ホスト

1000ホスト
1000ホスト

1000ホスト
1000ホスト

1000ホスト
1000ホスト2core 2GB



さくらのクラウドのいいところ（宣伝）
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さくらのクラウド スタートアップスクリプト機能を使うと サーバ作成と同時に、zabbixサーバが使
える状態になります。詳しくは「さくらのクラウド」「スタートアップスクリプト」で検索してください。
http://cloud-news.sakura.ad.jp/startup-script/zabbix-server/



さくらのクラウドのいいところ（宣伝）
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Hatoholも同様にスタートアップスクリプトを使うことで、Hatoholが使用できるサーバが簡単に
作成できます。さらに、Hatoholに登録したいzabbixサーバをインストール時点で指定してしまう
ことも可能です。（あとから登録する手間が省けます）
Hatoholを試したい方はぜひ、さくらのクラウドを使ってみてください。



Hatoholが現時点でどこまで使えそうか?
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登録されていればダッシュボードにzabbixサーバそれぞれのホスト数とトリガ数が表示されます。



Hatoholが現時点でどこまで使えそうか?
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リソース状態がわかるように、7台のzabbixを監視するzabbixも作成しました。



こうしたら使いやすくなった!（こうしたら使えた）
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なぜかトリガが少なく表示される・・・



こうしたら使いやすくなった!（こうしたら使えた）

スクリーンショットはる設定画面
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原因は、トリガ情報の転送量が多く、Zabbixサーバのphp memory_limitに引っかかっていました。
下記の作業を実施することで問題が改善できました。

1. Zabbix サーバの php の memory_limit を 512MBに変更し、apacheを再起動
2. Hatoholサーバの hatoholプロセスを再起動
3. Hatohol Webの”設定”にある”監視サーバトリガー再読込”を実施



こうしたら使いやすくなった!（こうしたら使えた）
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最新データが更新されていない・・・



こうしたら使いやすくなった!（こうしたら使えた）
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Zabbixサーバ登録後、最新データが更新されない問題が発生しました。
事象発生時に上記エラーが定期的にログに出力されていました。



こうしたら使いやすくなった!（こうしたら使えた）
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最新データが更新されない問題は該当スクリプトのタイムアウト値を
30から300に変更し、hatoholプロセスを再起動することで発生しにくくなりました。



こうしたら使いやすくなった!（こうしたら使えた）
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フィルタの結果が少し変だぞ・・・



こうしたら使いやすくなった!（こうしたら使えた）

スクリーンショットはる設定画面
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フィルタ後に選択しているページ番号が変わらない為、データがあるにも関わらず表示されない
ことがあります。



こうしたら使いやすくなった!（こうしたら使えた）
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イベント画面に
グループ名、ホスト名が2個ある・・・



こうしたら使いやすくなった!（こうしたら使えた）
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ProjectHatoholに質問をしてみたところ、

上の「グループ：」と「ホスト：」は監視サーバ事の単体のイベントを指定するもので、
下の「グループ名」と「ホスト名」は監視サーバを横断してフィルターすることができるものです。

とのことでした。



Hatoholが現時点でどこまで使えそうか?
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イベント画面にて
フィルタを追加しようとすると・・・



Hatoholが現時点でどこまで使えそうか?
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イベントページの設定画面の”絞り込む”において、”「ホスト」の選択をフィルターの条件に含める”で、
大量のホストを選択し、変更を保存をすると、画面がブラックアウトし、“Error: 414:Request-URI Too 
Long” が延々と続きイベントページが表示できなくなってしまいました。

フィルタ項目が多い場合に、このような現象が発生してしまいます。
（ホスト名をつなげたGETをリクエストしている 上の例だと8000文字以上）

★回避策
「表示を除外するホストの選択」 を使いホストの指定を減らすと問題なく動作します。
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最新データを表示しておくと数分毎に”接続エラー”の画面が表示されてしまいます。

Hatoholが現時点でどこまで使えそうか?



Hatoholが現時点でどこまで使えそうか?
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一気にたくさん登録しすぎている。
（気づくのが遅い）



Hatoholが現時点でどこまで使えそうか?
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登録対象のサーバを減らし、ホスト数3000、トリガ数60000 ほどにすると、先ほどの
「接続エラー」などは発生せず、問題なく動作することがわかりました。



まとめ
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・Hatoholが現時点でどこまで使えそうか?
小規模～中規模であれば使える

・こうしたら使いやすくなった!（こうしたら使えた）

Zabbix側の php memory_limit 増やす
Hatohol側の haplib.py タイムアウトを伸ばす
さくらのクラウドを契約する



まとめ
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■今後のHatoholに期待すること

- 大規模環境対応
（10000ホスト、100000トリガ）

- ドキュメントの拡充
（現状インストールドキュメントのみ）

- ユーザインターフェイスの改良
（タイムアウト値設定画面、大量ホストの表示）



Hatoholが現時点でどこまで使えそうか?

25

質問があればどうぞ!


